
 

 

 

 

 

 
  

６月 28 日（水）朝礼の話 ～青春の塔～   校長 倉島茂見 
 

６月 23 日(金)、本校創立 70 周年

記念講演を無事開催することができ

ました。新野選手のお話、教育長や

同窓会長さんのお話を聞いて、皆さ

んはどんな感想を持ちましたか？ 

 この会を開催するにあたり、昨年度

から新野さんにお願いに行ったり、同

窓会、つまり本校卒業生の皆さんから

いろいろなお話を伺ったり、協力をお

願いしたりと、あの場にいなかった人

を含め、多くの人の力で開催に至りま

した。その中で私が強く感じたのは、

同窓生、卒業生が母校である豊田中学

校に多くの思い出を持ち、今も温かな思いを持って、私たちを支えてくれているというこ

とでした。特に、「青春の塔」のことを多くの方が語ってくれました。 

 青春の塔は昭和 52 年 3 月 3 日竣工（完成）と記録が残っています。40 年前です。そし

て、学校には「青春の塔管理規則｣が定められており、こう書かれています。 

 

第１条 目的 この規則は、青春の塔建立の趣旨に沿って、塔が末永く活かされ保たれること

を目的とする。 

第２条 塔の活かし方 

１ 生徒は立志の式を迎えるにあたり、各自志を立て、その決意をしたためる。 

２ その決意を内外に示すため原則として立志の式終了後、生徒が決意書を納入する。 

（３は省略します） 

４ 卒業後６年の成人式にかつての決意を確かめ、あるいは決意を新たにするため、生徒

に返却する。 

 

とあります。３年生は、この規則の通り、昨年立志の式を行い、志をしたためた決意書を

青春の塔に納めましたね。２年生は本年度２月９日に行う計画です。１年生は再来年です。

本校のキーワード「こころざし」は、この頃からずっとつながっているのですね。だから、

先日の記念講演会等様々な機会で、同窓会、つまり卒業生の多くの方が、青春の塔のこと

を話してくれたのです。 

 こんな話がありました。 

 当時の生徒は、東門から入ったら、青春の塔の前に立ち止まって帽子をとり一礼をして

通り過ぎたのだそうです。先日配布した 70 周年のパンフレットにはその写真を掲載しま

した。皆さん、気づきましたか？黄色のナップランドを背負った生徒が礼をしています。 

 また、パンフレット表紙には、「建立の記」を掲載しました。「われらは」に始まり、豊

田中学校の生徒としての誓いが語られています。集会では、生徒会長の「われらは」に続
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き、全校生徒でその後に続く言葉を声を合わせ、大きな声で唱和したそうです。ある方は

「今でも覚えている。」と、私の前で語りはじめ、驚きました。読んでみますね。 

「われらは 豊田中学校に学ぶことを喜び 豊田中学校の生徒たることを誇りとして 

 中学校生活をここにおくる  

 われらは 豊田中学校での教えを心のささえとし 豊田中学校を心の故郷として 

 これからの長い人生を 強く 正しく 美しく 生きぬくことを 心に誓う 

 われらは その証としてわれらの手で ここに青春の塔を建てる 

 青春の塔は豊田中学校と共にあり われらの青春もまた この塔の中に生きる 

 豊田中学校よ われらと共に輝け」 

 どうでしょう？皆さんの先輩にあたる多くの方の思いや、当時の情景が浮かんできたで

しょうか？ご家族が本校卒業生でない方もいると思いますが、卒業生だという家では、昔

の話をぜひ聞いてみてください。その他にもいろんなエピソードがあるはずです。そんな

思い出は、卒業生にとっては宝物です。皆さんも、この伝統ある豊田中学校で、いっぱい

の思い出、宝物をつくってほしいと願っています。 

 最後に、皆さん、正座してみましょう。座り直してください。足が悪かったり、できな

かったりする人はやらなくてもいいですよ。実は、全員が体育館で正座して、校長先生も

正座して、お話をされていた、そんな時代もあったそうですよ。 

  

“届けよう、服のチカラ”プロジェクト 講演会を行いました。 
 

 ６月 29 日（月）第５校時に、豊田中学校体育館で、ユニクロららぽーと磐田店の田邊将

店長さんによる“届けよう、服のチカラ”プロジェクト 講演会を行いました。 

 講演会の目的は、「“服のチカラ”プロジェクトの

趣旨を理解し、難民問題や国際協力への関心を高

め、自分たちにできる国際貢献活動があることに

気付く」ことです。田邊店長からは、「世界中の難

民が服を必要としている。家族にも伝えて多くの

服を集めてほしい。」との呼びかけがありました。

増山千菜美生徒会長は「身近な物で国際貢献がで

きると学んだ。一千着を目標に、近隣の小学校や地

元の人たちにも協力をお願いしていきたい。」と、

意気込みを語りました。 

 生徒会と３年生の地域貢献活動で、古着の回収活動を行います。 
１ 日  時 ９月１日（金）～11 月 30 日（木）まで 

２ 回収方法 学校に回収ボックスを設けて、生徒が回収してきた古着を集める。 

       古着を確認し、ユニクロの回収ボックスに入れ替えて発送する。 

・生徒の皆さんには、７月 21 日（金）発行の生徒会だよりで紹介をします。 

      ・３年生がチラシをつくり、地区交流センターに案内を持参します。回収の

方法についてもチラシの中で紹介をしていきます。 

３ 地域の方が直接学校に届けていただく場合には、本校玄関で受け付けます。その場合、

以下の３点に御注意ください。 

  １ 洗濯をした清潔な物を御持参下さい。 

  ２ 下着、帽子、靴下等小物類は受け付けておりません。 

  ３ お名前、連絡先をお知らせ下さい。（名簿に記入をお願いしております） 

  こちらの回収は、既に受け付けております。回収の期日は 11 月 30 日（木）です。

御協力、よろしくお願いいたします。 


